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本論文の概要 

本論文は、日本における狩猟文化を、動物犠牲という観点から、歴史的かつ民俗学的方法の許

で、社会における狩猟の制度的枠組、捕獲対象とその量的動態、捕獲と利用（食）の実態と心

性を、現在に伝承される動物儀礼との関連から分析し、その文化的意義を解明しようとする。

全体は三部 13 章から成る。 
 第一部は、近代から現在に至る日本の狩猟文化の現象的動態を狩猟制度の変遷と狩猟統計に

よるデータの分析から、1 章から 4 章まで、その傾向・分布と変化の画期を抽出し、これを明

治以降の乱獲期、国策による戦時狩猟体制期、戦後の経済成長によるレジャー狩猟期、現在に

至る害獣駆除期の四期に区分した。その上で歴史的な変化と併せ、地理的な狩猟対象の鳥獣の

地域分布、捕獲数の激減と、大型獣のみが「害獣」として駆除の対象となり、一方で狩猟従事

者の世代交替が無くなり高齢化することにより、伝統的狩猟文化伝承が断絶の危機に瀕してい

ることが指摘される。 
 第二部は、現在も活発な狩猟文化が存続する宮崎県西都市銀鏡（しろみ）地区の「イノシシ

文化」について、5 章で概況を解説し、現地調査にもとづき、イノシシと地域住民との関係を、

銃による猟、罠猟、飼育による流通の三側面から記述した。特に 6 章では、「カクラ」と呼ばれ

る単位に根ざす狩猟集団による組織的な共同狩猟の方法と技術、分業体制と猟果の分配の様相

を記述し、結論としては、7 章の個人中心の罠猟や、8 章の業者による飼育と流通システムの上

では「カクラ」による集団狩猟における過程の全てに見いだされる儀礼が全く見られないこと

を指摘した。 
 第三部は、狩猟活動における狩猟者の心性と世界認識および儀礼実践を、異なる地域共同体

での動物犠牲を伴う祭祀儀礼との関係や比較を含めて、総合的に考察する。宮崎・銀鏡の動物

犠牲儀礼を中心に、三信遠地域のシカウチ神事と、諏訪地域の諏訪大社御射山神事を比較対象

とする。9 章は、銀鏡の「カクラ」による狩猟活動で、欲による過剰な捕獲など、“悪しき行為”

が「サスライ」と呼ぶ災厄を惹起するとされる、狩猟者の認識と心性が、獲物の獣を浄化して

神格化するプロセスの基底にあることを指摘し、そのうながしが儀礼を要請すると示した。10
章は、同じく銀鏡の狩猟共同体の「カクラ祭」の共食儀礼の報告と分析から、共同体にもたら

される獲物が「ニエ（牲）」として祀られた上で食べられるプロセスを明らかにした。11 章で

は、三遠南信地域に伝承されるシカウチ神事の伝承を含む全事例を調査により記述し、その狩

猟儀礼としての性格を探り、地域で行われる狩猟儀礼との比較から、その模擬儀礼がやはり地

域共同体の共食儀礼であることを指摘した。12 章では、諏訪大社上社の御射山神事を対象とし

て、現行の祭礼儀礼から中世の御狩神事を遡原し、山神への祈願を軸とした一連のプロセスが、

狩猟から獲物の儀礼的共食に至る祭祀共同体の狩猟儀礼として認められることを指摘した。13
章では、銀鏡地域の中心である銀鏡神社の大祭に集約的に現象する地域の狩猟文化を、祭礼の

組織と過程を記述し、その神楽芸能まで含めた儀礼を構成する要素を、「シシ共食（ニエとして

祀る儀礼としての共食）」と「神楽（獲物を斎
いわ

い神格化する過程）」そして「模擬狩猟（シシ狩

猟を象徴的に演ずる）」に分け、シシを享受する地域が、これを神のニエとして祀り慈しみ共食

する儀礼であると指摘した。 
 以上により、結論では、現在に伝承される狩猟儀礼の全体像を、特に最も濃厚に大型獣（シ

シ）の狩猟文化を保つ宮崎銀鏡地域の事例により体系化し、その特質を次の三点にまとめた。 
第一に、狩猟される大型動物（シシ）にのみ狩猟者の儀礼と地域共同体の儀礼が行われ、第二

に、その猟果は余剰を地域に分配されるべきものとして扱われ、第三は、それによる食物は清

浄であることが求められ、それゆえに、狩猟活動のプロセス／地域にもたらされる猟果そのも

の／それを受け取り共食するプロセス、の三者が災厄をもたらす負の要因を帯びない清浄性を

有すべき儀礼として要請され、そのために「ニエ」として神聖化されることで、狩猟者と猟果

（獣）と地域共同体の三者が清浄となる宗教的システムの存在が提起された。 
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本論文の評価 

 山林が国土の大半を占める日本は、農耕社会となった以降も、野生鳥獣の狩猟による豊かな

文化を形成し継承されていた。近代の急激な変化は、その狩猟を単なる害獣駆除という一面に

追いやり、嘗ての狩猟文化が有した多彩な世界は忘却されようとしている。本論文は、この危

機に瀕する狩猟文化を、現在もなお猪をめぐる狩猟と儀礼が伝承される九州米良・銀鏡地域を

中心に、中部の三信遠地域と諏訪地域の狩猟儀礼伝承を比較しつつ、その狩猟従事者個人から

地域共同体に亘る祭儀の体系を動物犠牲として把握し、その文化的構造の解明を企てた意欲的

な研究の成果である。 

 第一部の厖大な狩猟統計データの解析による、近代の狩猟をめぐる様相の変化を浮彫にする

基盤的研究を前提とし、第二部および第三部に詳述される宮崎・銀鏡の狩猟文化の様相は、特

に「カクラ共同体」と呼ぶべき、狩猟者集団と地域社会の重層・複合した組織的な狩猟と、猟

果としてのシシを祀り、共食する全ての過程を長期の調査取材による民族誌的記述によって多

面かつ総合的に描き出しており、それ自体が貴重な成果である。その、聞書を含む詳細な記録

は、銀鏡における現在の狩猟文化の全体像を示すものとして、約一世紀前に隣接した椎葉地域

で柳田国男が記録し日本民俗学の出発を告げた『後狩詞記』に呼応する意義をも有する。また

第三部においても、やはり民俗学上の重要な狩猟文化の記録が遺された三信遠地域と、日本宗

教史上で狩猟文化を基盤に動物犠牲を本格的に体系化した諏訪信仰圏の祭祀儀礼を、それぞれ

の全体的な調査成果を活かし比較対象として提示しながら、その上で儀礼の全過程を包括的に

説明すべく概念化を試みている。猟果として獲得される獣（シシ）をめぐって、狩猟活動と、

猟果を共食する前後のプロセスが全て清浄であることが求められ、その浄化の過程が、シシを

ニエ（犠牲）として神聖化するために斎
いつ

く儀礼であり、その実践により各レベルの共同体が浄

化される宗教システムの存在が摘出されている。また、その儀礼過程を司り、監視する“聖な

るもの”としての「山の神」は、これに連なる各種神霊（コウザケ、ミサキ）と共に、地域全

体の秩序を維持形成する他者として認識され、それが狩猟共同体の構成員の行為をうながす形

而上的存在として認められた。更に、こうした動物犠牲祭儀が猟者個人から集団、集落から地

域社会へと展開する構造を有することも明らかにされた。以上のように、人類にとって根源に

根ざす狩猟文化と、その中核をなす動物犠牲儀礼の意義が、現代日本の民俗文化から改めて問

い直され、宗教の始原としての供犠（サクリファイス）論にも展望を与える、多方面に貢献す

る研究成果として高く評価できる。 

 その一方で、なお課題とすべきところも少なくない。狩猟を巡る心性を人類学の災因論を援

用して論ずるが、既に批判された議論モデルに拠っていること、比較対象としてのシシウチ神

事や御射山祭の狩猟儀礼としての位置づけが不十分で、その為に対比が効を奏さないまま提示

されること、中世日本宗教思想の画期である殺生の罪を解除する教説と本論の説く浄化の体系

が結びつけられていないことなど、なお本論文が人類学や思想史研究の達成と切り結ぶ余地を

残している。しかし、それは本論文を公刊するまでに十分改訂できる範囲での瑕疵に留まるで

あろう。以上、審査委員一同、全員一致して本論文を論文博士（文学）の学位授与にふさわし

い業績であると評価した。 
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